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ない物事への恐怖（fear of what life may ─ bring forth）」（p.22）に見る。そもそも，





























































































































































 ・John Dewey: Art as Experience. Minton, Balch & Company, New York, 1934（引用文の
訳には，鈴木康司訳（春秋社，1952）と栗田修訳（晃洋書房，2010）を参考にした）









デューイ『経験としての芸術』に関する一考察 （ 123 ）
書かれている。
２）op. cit., Art as Experience, p.34. 以下，頁数のみ記す。［　］は筆者の挿入。以下同様。
３）p.33

















of John Keats., The World Classics, O. U. P., 1954. p.41-42. 傍点原文。以下同様）。
７）p.321
８）例えばデューイは，「精神や肉体・魂と物質・霊と肉の対立はすべて，根源的に，





９）デューイの原文では etherial となっているが，一般的には ethereal と綴るような
ので，本稿では後者を採用する。ちなみに筆者の見たキーツの原文では後者で表記
されている（op. cit., Letters of John Keats）。
10）op. cit., Letters of John Keats, p.14
11）p.21
12）p.22
13）p.52
14）p.244
